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地域情報ポータルサイトG-mottyのキーワードは
ズバリ『みんなで創る』です！

北九州市総務企画局情報政策課
塩田 淳

本日の内容

１ G-mottyの取組みのコンセプト

２ 地域情報ポータルサイトG-mottyの状況

３ 地域情報発信アプリG-motty Mobileとは･･･

４ 大学・地域との連携の状況

５ 地域情報ポータルサイトから地域情報発信メディアへ
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本日の内容

１ G-mottyの取組みのコンセプト

２ 地域情報ポータルサイトG-mottyの状況

３ 地域情報発信アプリG-motty Mobileとは･･･

４ 大学・地域との連携の状況

５ 地域情報ポータルサイトから地域情報発信メディアへ

No 横展開に必要な要素 要素の詳細

1 コスト

2 組織・体制の整備

3 標準的な手順処
理の確立

4 適用技術

5 人材育成

6
情報システムの
利活用

参画自治体による運用コストの予算化

自治体が検討できるよう価格表を作成

庁内GISワーキンググループ（自治体ごと）

GIS広域勉強会 地域GIO

COTS（広く普及しているソフトウエア、サービスの活用）

ジオコーダーの標準化 業務フローの標準化（SOP）

イニシャルコスト0円

クラウドの活用（自治体クラウドと民間クラウドのマッシュアップ）

COTSにより、バージョンアップで常に最新のApps利用

庁内GIS-WGや地域GIO会議でのSOPまで含めた能力向上

大学や民間企業との連携 率先的住民参画

庁内GIS-WGや地域GIO会議で検討したSOPに基づくシステム

平常時から災害時の連続性 命を守る対策⇒復興のプロセス

：以前から実現、 ：G空間(H26)で実現、 ：現在実施中、

1 GIS・G空間の普及に必要な要素

：現在検討中

北九州市をはじめとした周辺の直方市、行橋市、香春町、苅田町と地
元の大学の九州工業大学や兵庫県立大学、地元の民間企業である㈱
ゼンリンをはじめとした民間企業と公式的な枠組みを立ち上げる予定

⇒北九州市が単独でやってきたわけではありません。むしろ支えられ
ています。関係する団体が創意工夫を積み重ねてやってきました。公
式的な枠組みにはその位置付けを明確にするという意味も持っていま
す。
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本日の内容

１ G-mottyの取組みのコンセプト

２ 地域情報ポータルサイトG-mottyの状況

３ 地域情報発信アプリG-motty Mobileとは･･･

４ 大学・地域との連携の状況

５ 地域情報ポータルサイトから地域情報発信メディアへ

2-1 G-mottyのコンテンツ

北九州地域の情報

全国の情報

北九州地域？
全国？

北九州市は何企んでるの？？？
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日本人は、なぜ海外の観光客を誘致する際に、「おもてなしの心」を
全面に押し出すんだ。「おもてなしの心」を受けることは日本に観光
に行くモチベーションには繋がらないんだ。
我々は、「日本」に何があるか知りたいんだ！！

●とある外国人から言われました・・・。

●「おもてなしの心」は、手段であって目的であってはならない！

●海外からの観光客にとって、「北九州市」とか「直方市」といった個
別の地域ではなく、「日本」に「何があるか」を欲している！

●「おもてなしの心」は、手段であって目的であってはならない！

●海外からの観光客にとって、「北九州市」とか「直方市」といった個
別の地域ではなく、「日本」に「何があるか」を欲している！

2-2 地域情報発信のあるべき姿・・・

●日本国内に対しては、地域の特色を出しながら、海外に向けては、
オールジャパンでの情報発信が求められている！
●情報は、Googleなどで検索できるものではなく、より濃く、直感で分
かりやすい情報が求められている。

●日本国内に対しては、地域の特色を出しながら、海外に向けては、
オールジャパンでの情報発信が求められている！
●情報は、Googleなどで検索できるものではなく、より濃く、直感で分
かりやすい情報が求められている。

2-3 G-mottyのコンセプト

G-motty コンテンツ仕分け

各自治体で整備

・行政情報
・防災情報
・広報を探す
・イベント
・お知らせ

共通で整備

・みんなで作る地図
・ストーリーマップ
・クイズカルトグラム
・地域情報カタログサイト

リンクを貼った状態で
ホームページ機能を

提供

各自治体で整備す
べき必須コンテンツ

G-motty KRIPPG-motty A市 G-motty B市

・・・

●G-mottyのコンテンツ掲載については、可能な限り部品化を行う
●G-mottyのホームページのコンポーネンツの提供を行います！
⇒地元企業を活用したという自治体のニーズに応える

●日本国内コンセプト
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2-4 G-mottyのコンセプト

●外国人観光客へ向けた情報発信

G-motty北九州地域G-motty A市 G-motty B市

・・・

G-motty JAPAN

言語：日本語、英語

コンセプト：JAPANを全面に！

コンテンツ：ジャンルごとに整理

2-5 G-mottyコンセプトの具現化①

●地域情報カタログサイトG-motty

G-mottyの情報だけでなく、全国の自治体が公開
するオープンデータなども見ることができます！
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3-6 アクセス件数とコンテンツ数および実施内容・イベント等の関係
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Facebookの随時更新 Facebookの毎日更新
●12/1 G-mottyトップページのリニューアル
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●7/23市長定例記者会見
総務省「G空間シティ構築事業」

1/8ラジオ
放送● ●1/30

TV放送

4/2ラジオ
放送●

●4/16
ラジオ放送

●6/4
ラジオ放送

1/31「G空間シティ構築
事業」イベント実施●

5/27地域団体（黒崎）
との講座実施●

8/29地域団体（折尾）
との講座実施●

●9/8小倉
高校SSH

地域団体等とのイベントでの実際に会っての人間関係作り
コンテンツの急激な増加とFacebookによるその情報発信

2/26「G空間シティ構築
事業」地域報告会● ●3/19「G空間シティ構

築事業」成果報告会

●5/28東京での講演

●7/1小倉高校SSH
事前講義

2015年10月の月間アクセス数は、276,900件/月！

トップページのリニューアル

2-7 G-mottyのサービス展開

●G-mottyの利用サービスの提供（ASPサービス）
●G-mottyのコンポーネンツの無償提供（サーバ等は含まず）
を開始します！
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2-8 クラウドを利用した「地理空間情報プラットフォーム」

ArcGIS Online ArcGIS for Server

いつもNAVI
みんなで
作る地図

ESRI-DB
（標高）

PLUG-IN

ArcGIS for Server ArcGIS Desktop

Web

C/S

スタンドアロン

更新

北九州市クラウド

行政DB

住民公開
部分

庁内専用
部分

民間データセンター

PC版 PC版モバイル モバイル

行政地図

地域情報ポータルサイト

職員

住民

PC版 モバイル PC版 モバイル PC版 モバイル

カルトグラム

Internet

PC版 モバイル G-motty Mobile

地理空間情報プラットフォーム

Internet

住民

2-9 クラウド利用とその目指すべき目的と課題

クラウド利用⇒今までの仕組みに捉われないGISの利活用

業務へのモバイル端末アプリの活用による業務効率化

モバイル端末を利用した住民との協働（Gov2.0）

●庁内の理解や住民との連携を図りながら進める
必要がある。
●何か物がないと職員も住民もイメージが湧かない。

“みんなで作る地図”の取り組み開始

その例としてモバイル端末
アプリの利用
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2-10 みんなで作る地図とは・・・

●全てを網羅した地図は、存在しません。

●皆さんの頭の中にも「こんな地図あると便利だなぁ～」
というものは、あるのではないでしょうか？

みんなで街を歩き、街の情報を収集し、より密度の濃
い地域情報を発信してみよう！

●皆さん！地域のことをどれくらい知っているでしょうか？

●地域を知るために、街を歩くところから始めてみよう！

2-11 みんなで作る地図の登録状況
2015.11.1時点

83主題図、計17,905件のデータが投稿されている。

項番 マップ名 投稿件数 項番 マップ名 投稿件数 項番 マップ名 投稿件数 項番 マップ名 投稿件数
1 自動販売機 11,959 22 ラーメン屋 48 43 海水浴ができる場所 16 64 煙突 3
2 公衆電話 716 23 駅舎 47 44 交通ルール 16 65 社員食堂・学食 3
3 郵便ポスト 655 24 橋梁 39 45 漆器工房 12 66 街並み 3
4 喫煙所 566 25 ご当地キャラクター 38 46 窯元 11 67 スポーツ施設・ジム 2
5 観光調査 499 26 銅像 38 47 紅葉スポット 11 68 工場見学 1
6 公園調査 497 27 名城・城跡 37 48 歴史上人物ゆかりの地 11 69 見つけた昆虫 1
7 トイレ 419 28 かわいい動物 36 49 名滝 10 70 写メ・記念撮影スポット 1
8 名水100選 345 29 熟年世代の隠れ家 34 50 アトラクション 9 71 映画・ドラマロケ地 1
9 お地蔵さん・石仏 204 30 神社 32 51 夕焼けスポット 8 72 銭湯 1
10 私が行った美味しい処 186 31 寺院・仏閣 32 52 天然温泉 7 73 ペット美容室 1
11 鉄道と風景 150 32 釣果 30 53 ハンドメイド雑貨 6 74 イルミネーション2015 1
12 かわいいモノ 149 33 レトロな建物 29 54 コインランドリー 6 75 看板娘・看板ボーイ 0
13 証明写真 148 34 ソフトクリーム 29 55 寿司屋 6 76 長崎街道 0
14 マンホール 129 35 お土産 28 56 古墳 5 77 パンケーキ 0
15 酒蔵 97 36 わが街自慢の庭園 25 57 棚田 4 78 喫茶店 0
16 お花見 70 37 鉄塔と風景 20 58 駅弁・空弁 4 79 ドッグラン 0
17 顔ハメ看板 69 38 コインロッカー 19 59 かき氷 4 80 カラオケ 0
18 石碑・記念碑 69 39 夜景 18 60 果物狩り 4 81 噴水 0
19 わが街自慢の風景 66 40 世界遺産 18 61 横断歩道橋 4 82 着付け 0
20 ホタルが見える場所 55 41 飛行機と風景 17 62 模型屋 4 83 食べ放題 0
21 地域のお祭り 48 42 タコ公園 16 63 花火大会 3
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2-12 みんなで作る地図とストーリーマップの連携

●写真をベースにした分かりやすい地域情報の発信

●みんなで作る地図に登録しようと思うモチベーション向上

「みんなで作る地図」⇒「位置情報付きWikipedia」へ

2-13 ストーリーマップって何？

写真（視覚情報）

名称・コメント（文字情報）

地図（位置情報）

写真×地図×文字で地域情報を発信！
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2-14 ストーリーマップって何？

古地図シリーズを展開中
6種類12主題図（スワイプ・スパイグラス）

今後も増やしていく予定！！

2-15 行政情報の公開【3次元マップ】

●北九州市、行橋市、苅田町

平成26年度航空写真共同撮影成果から作成
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2-16 3次元マップを利用した災害情報の発信

住民に分かりやすい災害情報を発信するため、
3次元マップを利用して土砂災害警戒区域や
浸水想定区域などの災害情報の発信を検討中

2-17 行政情報の公開

20種類の行政地図を公開中（2015.9.15時点）
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2-18 クラウド利用の意義

●クラウド間の連携により、情報を集約することなく一元管理
することが可能に！

●プログラムを組むことなく、アプリの展開が可能に！

行政情報は北九州市クラウドで管理し、それ以外の情
報は民間クラウドでの管理し、情報を二重で持たない。
⇒ハイブリッドクラウドの実現

アプリの展開が迅速かつ容易に行うことができる。
⇒急速にアプリの数を増やすことが可能

●１つのデータを組み合わせるアプリを代えることで異なる
見せ方を容易に実現

みんなで作る地図⇒ストーリーマップへの展開。
⇒情報収集と情報発信でフォームの分離が可能

本日の内容

１ G-mottyの取組みのコンセプト

２ 地域情報ポータルサイトG-mottyの状況

３ 地域情報発信アプリG-motty Mobileとは･･･

４ 大学・地域との連携の状況

５ 地域情報ポータルサイトから地域情報発信メディアへ
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◆地域情報アプリの現状とG-motty mobileの違い

自治体ごとに作成

防災専用アプリも･･･

標準アプリの位置付け

平常時⇒災害時の連続性

3-1 G-motty Mobileとは

●地域情報発信アプリG-motty Mobile

・平常時から災害時まで様々
な情報を見ることができる

・テキスト情報・地図情報だけ
でなく写真や現在地からの距
離を確認できる

・徒歩又は自動車でのルート
案内をすることができる

・徒歩の場合は、消費カロ
リーを表示し、住民の興味を
引く仕組みを取り入れている

・災害時も平常時と同様に避
難所等の情報を見ることがで
きる通行止め箇所や警報が出ているアンダーパスを回避した

ルート表示機能も標準装備している。

3-2 G-motty Mobileとは
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3-3 G-motty Mobileをインストールしてみましょう！

詳細な利用方法は、G-motty Mobileの紹介ブースにて！

①APPストアで「G-motty Mobile」で検索

②以下の2次元バーコードを読み取り

本日の内容

１ G-mottyの取組みのコンセプト

２ 地域情報ポータルサイトG-mottyの状況

３ 地域情報発信アプリG-motty Mobileとは･･･

４ 大学・地域との連携の状況

５ 地域情報ポータルサイトから地域情報発信メディアへ
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4-1 率先的な住民参画モデルの活動開始①

●タウンドシップスクール黒崎マップ部との連携
・黒崎nanoniらいぶらり♪mapの作成

紙の地図 motty
“写真”×”位置情報”×”お店の特徴”

G-mottyを利用して情報発信

4-2 率先的な住民参画モデルの活動開始①

●タウンドシップスクール黒崎マップ部との連携
・みんなで創る地域情報ポータルサイト公開講座の実施

ワークショップを実施！
【テーマ】
黒崎・北九州の魅力発信！地方創生の新たなモデル創出
～みんなで作る地図×ストーリーマップ×G-motty Mobile～
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4-3 率先的な住民参画モデルの活動開始②

●地元企業集まったり設立された「Goose Loc’R」との連携

「Goose Loc’R」の活動内容をG-mottyの特集ページで掲載
⇒地域に根ざしたポータルサイトとしての意義

4-4 率先的な住民参画モデルの活動開始③

●福岡県立小倉高等学校でのスーパーサイエンスハイスクー
ルの実施 at ゼンリン地図の資料館

①古地図・地図分野⇒古地図とGIS及び地図作成方法【㈱ゼンリン】
②統計分野⇒モバイル端末の統計情報【㈱NTTドコモ】
③測量・航測分野⇒最新の3次元地図技術【㈱パスコ】
④化学分野⇒CO2の排出量と周辺の状況及び3Dプリンタ

【ESRIジャパン㈱】
⑤電力分野⇒EVによる電力輸送と日射量マップ【九工大・北九州市】

GIS ＝ Science

●Science＝GISを使って地域のためにできることを考える
●将来北九州市に戻ってきて地域のために活躍できる人間

1クラス40名を5グループに分け、
好きな分野を学習
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4-5 率先的な住民参画モデルの活動開始③

●福岡県立小倉高等学校でのスーパーサイエンスハイスクー
ルの実施 at ゼンリン地図の資料館

①ゼンリン地図の資料館の見学
②グループ演習（グループごとのワークショップ）
③演習成果の発表
④全体ワークショップ
【テーマ】
みんなで作る地図を使って北九州の魅力を発信しよう！
～外国人を含めた観光客に訪れてもらうために～

“みんなで作る地図”に対して
10のアイデアが挙がった

4-5 率先的な住民参画モデルの活動開始③

●率先的な住民とのFacebookを利用したアイデアの共有

●率先的な住民がG-mottyの運営に関してバーチャルな
参画が可能な場の提供！
●ここで挙がった意見を基にG-mottyにコンテンツを追加した
り、G-mottyの見直しを実施！

●率先的な住民がG-mottyの運営に関してバーチャルな
参画が可能な場の提供！
●ここで挙がった意見を基にG-mottyにコンテンツを追加した
り、G-mottyの見直しを実施！

【参画している住民の意見】
●G-mottyに運営に携わることができるのが良い！
●自分たちが挙げたアイデアが具現化され嬉しい！！

率先的な住民のモチベーション向上に繋がっている
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4-6 大学との連携状況①

●兵庫県立大学との連携

兵庫県立大学の学生さんが兵庫県内の「黒田官兵衛ゆ
かりの地」の写真撮影及び説明文の調査を実施

【効果】
（自治体側）
・兵庫県内の情報を収集することができ、G-mottyや「黒
田官兵衛ゆかりの地」のアクセス数が向上

（大学側）
・学生の調査成果を公表する場がある

・避難所への電力輸送を想定した実証

＋

日明工場

小倉北区役所

三菱i-MiEV TypeG

MiEV PowerBox

【出典】三菱自動車HP

直方市役所

行橋市役所

小波瀬コミュニティ
センター（苅田町）

香春町役場

皇后崎工場

4-7 大学との連携状況②

●九州工業大学との連携
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項番 検証項目 検証結果 検証風景

1
携帯電話（100台）の充電
スマートフォン：50台
フィーチャーフォン：50台

●携帯電話100台がフル充電になるまで充電
※スマートフォン4台がフルに充電されなかった（そ
れぞれ90％ 93％ 93％ 99％まで充電）
※携帯電話もしくは充電器の故障が考えられる。
※100台を同時に充電を開始した際、瞬間的に40A
の電流が流れ、MiEV Power BOXの過負荷警告灯が
点灯した

2 電気ケトルでの湯沸し

●電気ケトル：1200mℓ 900W（定格出力）
・3回煮沸：3.6ℓの湯を確保

⇒カップ麺：約12個分
⇒粉ミルク：約15本分

3 テレビとビデオデッキによる
映像出力

●テレビ＆ビデオデッキ 定格出力112W
・26分15秒稼働
・実験場所までアンテナ線が伸ばせなかったため
DVDを再生

4 電灯白熱電球とLEDの点灯
●白熱電球 定格出力80W 2台、LED 定格出力 6W 2台
・白熱電球2台を先に点灯し、その後LED2台を点灯
した
・合計で17分33秒点灯

5
LEDとテレビとビデオデッ
キと電気ケトルの同時稼働

●電気ケトル：1200mℓ 900W（定格出力）
●テレビ＆ビデオデッキ 定格出力112W
●LED定格出力 6W 2台
※同時に稼働させるとMiEV Power BOXの過負荷警告
灯が点灯した

4-8 大学との連携状況②

4-9 大学との連携状況②

●400名受入可能な避難所を想定（三菱i-MiEV TypeG1台で可能なこと）

項番 給電対象 詳 細 対応日数

1 携帯電話
スマートフォン：200台
フィーチャーフォン：200台 3日間

2 テレビ
40インチ・液晶テレビ：5台
1日13時間視聴 2日間

3 電灯
LED：10灯
白熱電球：10灯
1日8時間使用（夜間のみ使用）

2日間

4 電気ケトル
113ℓのお湯を作成可能
カップラーメン：377杯分
粉ミルク：470本分

－

5 携帯電話＋テレビ

スマートフォン：200台
フィーチャーフォン：200台
40インチ・液晶テレビ：5台
1日18時間33分視聴

1日間

●茨城県常総市の浸水災害では、災害対策本部・避難所ともにス
マートフォンの充電ができなかった･･･。
●岩手県釜石市へのヒアリングでは、避難所では電灯が重要！
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4-10 大学との連携状況②

●EVが移動に使用する標高を考慮した消費電力量を把握

道路ネットワークと参考電費及び標高差から作成した消
費電力量マップ

4-11 大学との連携状況②

●庁舎の電源の一部をEVから供給する実証（平成27年度）

・モバイル端末アプリによる災害時の現地調査を行うが、庁
舎で電力を喪失すると、イントラPCで状況を確認できない。

・モバイル端末の充電ができないとモバイル端末アプリによ
る現地調査を継続できなくなる。

自家発電機で庁舎の全ての電力を賄うことはできない！

災害時の電力確保は、複数の手段の組み合わせが必要
⇒その1つが普及が進んでいる保有している電気自動車
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【効果】
（自治体側）
・専門的な知見に基づいた電力確保手法の実証ができる
（大学側）
・構築した技術利用実証の場の提供を受けることが可能
・学生の調査成果を公表する場の提供が実現

4-12 大学との連携状況②

電気自動車だけでなく、日射量シミュレーションなど
電力エネルギー×GISで今後も連携を発展！

4-13 大学との連携状況③

●九州大学芸術工学部との連携

●昨日、九州大学芸術工学部でG-mottyに関する講義を
実施してきました。

みんなで作る地図を利用して「九州大学大橋キャンパスの
学生オススメのランチマップ」の作成
●最後にワークショップを実施
みんなで作る地図を使って福岡県や日本の魅力を発信！
～外国人を含めた観光客に訪れてもらうために～

●農業を活かしたまちづくりに関して連携が始まる予感！
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本日の内容

１ G-mottyの取組みのコンセプト

２ 地域情報ポータルサイトG-mottyの状況

３ 地域情報発信アプリG-motty Mobileとは･･･

４ 大学・地域との連携の状況

５ 地域情報ポータルサイトから地域情報発信メディアへ

5-1 地理空間情報×デジタル放送によるG空間放送

【住民が避難しない理由】●深刻な災害とは思わなかった ●避難する先が分からない

G空間
放送

視聴者
伝達

○○さん！逃げてください！
G-motty Mobileでも発信しています！

映像コンテンツ

情報を得る

配給所

G-motty
Mobile

避難者災害モード制御＆G-motty TVの連携

場所を知る
避難行動

新たなメディアの運用モデル

昨年度成果の正常進化

視聴者
発見

○○地区で炊き出しが始まりました！
G-motty Mobileでも発信しています！

映像コンテンツ

情報を得る
G-motty
Mobile
被災者

一般放送

場所を知る
行動

X

Y

地理空間情報プラットフォーム

放送局

①対象エリア（避難
勧告・避難指示エリ
アなど）内にある
TVのB-CASを抽出

④個別具体的な放送
（「○○さん避難してください」）を視聴

②デジタル放送

⑤
詳
細
情
報
を
地
図
で
閲
覧
し
避
難③Ｂ－ＣＡＳ番号登

録の問合せ制御

新たなメディアのシステム構成

Y

空
間
情
報
と
し
て
復
興
情
報
・
避
難
所
情
報
を
登
録

G

X

平常時から災害時において、全ての情報を自治体が把握しているわけではない。

放送局が入手し
た情報をINPUT
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5-3 平常時のG空間放送の利活用【イベント情報】

G-mottyのイベント情報G-mottyのイベント情報

G-mottyのイベント情報のうち
本日のイベントのみ表示

Sample

詳しく知りたい！
行きたいんだけど場所はどこ？

5-4 平常時のG空間放送の利活用【季節情報】

G-mottyの季節情報

Sample

今度の休みに
行ってみよう！
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●●さんのお住まいの
地域に避難勧告が発令
されました！
避難してください。

5-5 災害時のG空間放送の利活用【避難情報】

①防災情報システムで避難勧告・避難指示の発令エリアを入力
②そのエリア内の登録されたTVに対して個別の避難情報を配信

防災情報システム⇒全庁GIS⇒G空間放送
（G空間放送への連携は全庁GISから送信ボタンを押す）

5-11 G空間放送の今後

デジタル放送のアクション
●●●●

G-motty Mobileでも発信しています！

映像コンテンツ

【例】
TV番組で紹介されたお店の情報をTV画面で「登録」とすると、G-
motty上のマイマップに登録されて、お店を訪れる際にG-motty
Mobileでルート案内できるなど！

TV番組を見ていて、行きたい！と思ったお店を忘
れてしまい、行けなかったという残念な思いを視
聴者にさせない！

●メディアミックスの更なる発展

連携
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300m

5-11 G空間放送の今後

スーパーなどの安売り情報の配信

●地域に根差した広告事業の展開

5-12 地域情報発信メディアG-mottyの媒体

ポータルサイト

アプリ 冊子

テレビ

地域情報発信メディア

●地域情報発信メディアG-mottyは、ポータルサイト、スマートフォ
ン・タブレット端末用アプリ、冊子、テレビ（現在構築中）の4つの媒
体で構成されています。
●メディア相互間で連携したメディアミックスを実現
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最後に

https://www.facebook.com/gmtty

FacebookでG-mottyの最新情報
を発信しています！

ぜひアクセスしてみてください！

ご清聴ありがとうございました。

北九州市総務企画局情報政策課
塩田 淳
tel：093-582-2144
ﾒｰﾙ：atsushi_shiota01@city.kitakyushu.lg.jp

「いのうくん」

北九州市のGISに関する取組みは、

http://www.g-motty.com


